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鈴村範子（スクールリーダーシップ開発専攻） 
礼 
1. 教育を考える一言 
「礼とは、他人に対する思いやりを表現する言葉である。礼は、長い苦難に耐え、親切で人をむ
やみに羨まず、自慢せず、思いあがらない。自己自身の利を求めず、容易に人に動かされず、悪
事というものをたくらまない。」（新渡戸稲造の『武士道』ｐ.55 より引用） 
 
2. 背景 
私が、初めて「礼」という言葉を知り、意識したのは 6 歳の頃です。当時、私は、書道 
の稽古に通っていました。私の恩師は、大変「礼儀」に対して厳しい方で、挨拶、言葉遣い所作、
先輩への接し方などを子どもだからと甘やかすことなく躾ました。特に、挨拶には厳しく、姿勢
を正し正座をし、手をつき、「おはようございます。本日もよろしくお願いいたします。」と言っ
てから始まり、「本日は、ありがとうございました。」でその日の稽古は、終了となりました。 
このような恩師のもとで、稽古を続け、私は学生生活の後、教師という仕事に就きました。教
師生活は、忙しいながらも生徒たちとの生活は楽しく、多くのことを学びました。毎年 4 月にな
ると新しい生徒との出会いがあります。私は、教師になってから生徒に自己紹介する時には、必
ず黒板に「礼」という文字を大きく書きます。そして、新渡戸稲造の『武士道』の一文を引用し
て「挨拶」の大切さを話します。しかし、難しいことは考えずに生徒には、「朝会ったら、『おは
よう』、帰る時には『さようなら』って皆で声を掛け合おうよ。」と言います。 
挨拶ができない、道徳心をどのように育てていったら良いのか、問題は山積していますが、焦
らず前向きに子どもたちと向き合っていきたいと思っています。 
 
3. 考察 
教師になってから、年々『おはよう』の元気な声が聞かれなくなってきました。そのような中
で、学校全体で挨拶強化週間の取組みをしたこともあります。朝校門で教師全員が『おはよう』
と声をかけるのです。生徒は照れながらも『おはよう』と返してくれます。そのような時は、と
ても気持ちの良い朝の始まりを感じます。最近では、家庭教育の中で「しつけ」や「挨拶」がで
きなくなっていると指摘されています。核家族の影響もあることでしょう。 
新渡戸稲造が言っている「礼」とは、他人に対する「思いやり」を表現する言葉です。私は、「し
つけ」も「挨拶」も他人に対する「思いやりの表現」であると考えています。「思いやり」のある
子どもを育てていく最初の一歩は『おはよう』から初めてみてはいかがでしょうか。 
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